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モニター情報ネットワークを活かした水稲冷害早期警戒システム

研究のねらい

研究の成果

平成５年の大冷害を教訓に、東北地域水稲安定生産推進連絡協議会が平成６年に設置され、水稲冷害早期

警戒システムの構築に取り組んできた。本システムは、①東北全域の気象と水稲生育に関する情報を早期警

戒関係機関や生産者にリアルタイムに提供すること、②一般にも東北地域の作柄動向を提供し、冷害時の混

乱を最小限に抑えることなどを目的に、平成８年からインターネットのホームページの形で運用されてる。

①　本システムは東北全域の気象と水稲生育を監視し、異常な冷温や高温による障害発生を予測して、その

技術対策を早期警戒情報として提示するものである。

②　関係機関の組織的な連携活動により、本システムの信頼性の向上と迅速な情報提供が実現され、相互の

情報交換に活用できる（図１）。

③　モニター情報ネットワークは双方向性と対等性をベースに、早期警戒モニターと広範な一般ユーザーと

ともに運営され、三者間の情報収集に役立つ。その波及効果は、情報の発生・利用における相乗効果、行

動様式における学習効果、「信頼」という財の創出効果にある（図１）。

④　生産関係者は、気象と水稲生育の変化に応じて技術体系を補正し、的確で無駄のない追肥・防除などの

管理が実施でき、また技術情報や篤農技術などから技術的な研鑽の糸口が得られる（図２）。

⑤　品種選択・作付け計画などの経営設計や冷害にも高温障害にも強く理想的な生育型の実現に活かされ、

収量と品質の向上により経営改善につながる（図２）。

成果の利活用

①　本システムは、冷害や高温障害などの異常気象条件下での稲作安定生産に寄与するのみならず、普段に

も利用できる。

②　本システムは、無料で閲覧でき、また周年運用されている。

（問い合せ先：地域基盤研究部　連携研究第１チーム　019－643－3408）
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図１　水稲冷害早期警戒システムの

モニター情報ネットワーク
参照：URL：//www.tohoku.affrc.go.jp/cgi-bin/reigai.cgi

図2 モニターが評価する経営改善効果と波及効果


